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自然環境保全地域の概要

❚ 自然環境保全地域

• 特定の自然環境（高山性植生、天然林、地形、海域等）を維持するため、保全するこ
とが特に必要な地域

• 自然環境保全法に基づき、環境大臣が、地方公共団体の長及び中央環境審議会の
意見をきいて指定（令和４年６月14日現在 全国で10カ所）

❚ 指定要件

1. 高山性植生（1,000ha以上）
2. 優れた天然林（100ha以上）
3. 特異な地形地質（10ha以上）

規制
・・・ 特別地区（野生動植物保護地区を含む）
・・・ 海域特別地区
・・・ 普通地区

・・・ 巡視歩道、管理舎、標識
・・・ 植生復元施設、砂防施設
・・・ 給餌施設、養殖施設 等

保全計画
保全事業

生態系維持回復事業

事業

・・・希少種の保護増殖
外来種の防除 等

4. 優れた海岸、湖沼等（10ha以上）
5. 優れた海域（10ha以上）
6. 野生生物の生息地等（10ha以上）

❚ 保全計画の構成
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崎山湾・網取湾自然環境保全地域の概要

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行20万分1地勢図25万分1地形図及
び2万5千分の1地形図を複製したものである。 (承認番号 平26情複 第430号)

沖縄県八重山郡竹富町字崎山
及び字西表地先海面

❚ 位置

❚ 面積 １０７７ha （全域海域特別地区）

❚ 指定 昭和５８年 （平成26年に拡張）
❚ 自然環境の概要

• 人為の影響が少なく自然性の高い

清澄な海域。

• 崎山湾では、ミドリイシ類をはじめと

する多種のサンゴから成るサンゴ礁

が発達。

• 網取湾では、多様な湾内環境に応じ

たサンゴ礁が発達し、アミトリセンベ

イサンゴの大規模な群集が存在。

• 両湾とも浅場にはウミショウブ等の

海草藻場が広がるとともに、流入河

川の河口周辺干潟では、魚類、貝類、

甲殻類の貴重な種が確認。

• 両湾及び周辺の海域は豊富な海中

生物相を有している。
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沖縄県八重山郡竹富町字崎山
及び字西表地先海面

❚ 位置

❚ 面積 １０７７ha （全域海域特別地区）

❚ 指定 昭和５８年 （平成26年に拡張）
❚ 自然環境の概要

崎山湾の外観 卓状ミドリイシ (崎山湾湾口部)

アミトリセンベイサンゴ（網取湾）網取湾の外観

• 人為の影響が少なく自然性の高い

清澄な海域。

• 崎山湾では、ミドリイシ類をはじめと

する多種のサンゴから成るサンゴ礁

が発達。

• 網取湾では、多様な湾内環境に応じ

たサンゴ礁が発達し、アミトリセンベ

イサンゴの大規模な群集が存在。

• 両湾とも浅場にはウミショウブ等の

海草藻場が広がるとともに、流入河

川の河口周辺干潟では、魚類、貝類、

甲殻類の貴重な種が確認。

• 両湾及び周辺の海域は豊富な海中

生物相を有している。
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崎山湾・網取湾自然環境保全地域

生態系維持回復事業計画の概要
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崎山湾・網取湾自然環境保全地域のウミショウブ被害

近年、アオウミガメの生息密度が高くなっており、それに
伴いウミショウブ群落の減少が確認されている。

• 草食性（海草、海藻）

• 環境省レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類

• 2019年の調査での出現個体密度

崎山湾で平均12.2±6.0個体/km 

網取湾で平均9.8±4.3個体/km

アオウミガメ

消化管から多量の
ウミショウブ
（竹山ら 2014）

アオウミガメ
による特徴的
な食痕

（中西 2009）

ウミショウブ群落
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ウミショウブの概要
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❚ ウミショウブの概要

• 海草（トチカガミ科ウミショウブ属、一属一種）

• インド洋から西太平洋の熱帯から亜熱帯域に分布

• 国内では西表島および石垣島のごく限られた海域
の浅い海で群落が分布。分布の北限。

• 環境省のレッドリストで絶滅危惧種Ⅱ類

❚ ウミショウブの減少による影響

○アイゴ漁獲量の減少○群落消失による魚類群集構造の変化

健全な群落

被食された
群落
→砂地様に

アイゴ

ミヤコイシモチ

タカノハハゼ

ケショウハゼ

(Inoue et al. 2021)
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西表島北西部におけるウミショウブ群落の変化
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（環境省・東海大学沖縄地域研究センター ２０２１）

※1974年と2013年は竹山ら（2014），2019年は環境省沖縄奄美自然環境事務所・東海大学沖縄地域研究センター(2020）より引用して作成

❚ 分布の変化

崎山湾・網取湾

❚ 面積の変化

0

25

50

75

100

1974年 2013年 2019年 2020年

面
積
（h

a）

ウミショウブ（被食）

ウミショウブ（健全）

健全
0.4ha

被食不明

健全
0 ha0

25

50

75

100

1974年 2013年 2019年 2020年

面
積
（

h
a）

ウミショウブ（被食）

ウミショウブ（健全）

健全
0.4ha

被食不明

健全
0 ha



【機密性１】

崎山湾におけるウミショウブ群落衰退の過程

• 崎山湾において、航空写真をもとに、ウミショウブ群落の衰退過程を評価。

• 50 mメッシュに区切り、濃緑のメッシュを健全なウミショウブが生育している
メッシュとしてカウント。

1978年 1995年 2004年

2011年 2012年 2013年

（環境省・東海大学沖縄地域研究センター ２０２１）



【機密性１】
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崎山湾におけるウミショウブ群落衰退の過程

• 崎山湾において、航空写真をもとに、ウミショウブ群落の衰退過程を評価。

• 50 mメッシュに区切り、濃緑のメッシュを健全なウミショウブが生育している
メッシュとしてカウント。

0

10

20

30

40

50

60

// //

1
9

7
8

1
9

9
5

2
0

0
4

2
0

1
1

2
0

1
2

2
0

1
3

2
0

1
6

2
0

1
7

2
0

1
8

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1健
全
な
メ
ッ
シ
ュ
の
数

（環境省・東海大学沖縄地域研究センター ２０２１）
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採食防止枠設置によるウミショウブ保全

崎山湾・網取湾自然環境保全地域 崎山湾央部❚ 場所

❚ 目的 ウミショウブ被食域の保護

生態系維持回復事業計画策定に向けた実証

❚ 現況 採食防止枠を設置（令和元～３年度で、計684㎡）

効果確認（ウミショウブや生物の生息状況の調査）
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採食防止枠設置によるウミショウブ保全
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• ウミショウブの葉が回復、生物蝟集、モズク生育

• アオリイカ（シロイカ）の産卵確認

• ウミショウブの再生産の兆しがみられた

令和3年度
設置

令和元年度
設置

令和2年度
設置

令和2年度
追加設置

6m

❚ 令和元年～３年度の採食防止枠設置の結果

採食防止枠設置
の継続でウミ
ショウブ群落の
回復は可能。
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崎山湾・網取湾自然環境保全地域生態系維持回復事業の概要

アオウミガメ個体群の維持にも配慮しつつ、採食によって全域にわたって葉長
が短くなったウミショウブ群落の回復を当面の目標 とする。将来的には減少が
始まる前（2004年以前）のウミショウブを中心とした海草藻場の回復を目指す。

❚ 目標

❚ 事業内容 1. 生態系の状況の把握及び監視に関する事業
（ウミショウブ等の海草藻場やアオウミガメの状況のモニタリング）

2. 生態系の維持又は回復に必要な動植物の保護増殖に関する事業
（採食防止枠および網等の設置、ウミショウブの移植の検討）

3. 生態系の維持又は回復に資する普及啓発に関する事業

4. その他の事業
（広域的な海草藻場とアオウミガメ個体群の状況把握等）

❚ 策定者 ❚ 区域環境省 崎山湾・網取湾自然環境保全地域（全域）

❚ 事業期間 令和４年（告示の日）～目標が達成されるまで

❚ その他 • ５年をめどに見直し。
• 関係行政機関、関係団体等で構成される「連絡会議」において、情報共有・連

絡調整を図り、連携及び協力して必要な事業を実施。
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崎山湾・網取湾自然環境保全地域生態系維持回復事業の概要

ウミショウブ
被食域の保護・回復

ウミショウブ
を中心とした
海草藻場生
態系の回復

長期目標短中期目標

藻場やアオウミガメ等のモニタリング
（現状把握と取組成果の確認）

事業への理解や協力を促すための普及啓発
（保護の必要性、ウミショウブやアオウミガメの現状等）

ウミショウブの移植・増殖＠網取湾

採食防止枠の展開
＠崎山湾

❚ 目標

❚ フロー

（減少が始まる
2004年以前の状
態への回復）

崎山湾：約24ha
網取湾：約2ha

アオウミガメ個体群の維持にも配慮しつつ、採食によって全域にわたって葉長
が短くなったウミショウブ群落の回復を当面の目標 とする。将来的には減少が
始まる前（2004年以前）のウミショウブを中心とした海草藻場の回復を目指す。
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パブリックコメント実施結果
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パブリックコメントの実施結果 概要

電子メールによるもの

郵送によるもの

ＦＡＸによるもの

今回の変更案にかかるもの

❚ 実施期間

❚ 意見募集の結果【意見提出数】

令和４年２月21日(月)～令和４年３月22日(火)

計４件

計０件

計０件

計２件
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